
－1－

発行所
発行人

編集人
印刷所

兵 庫 県 商 工 会 連 合 会
会長　 土 　 谷　正　男
神戸市中央区花隈町６の19
　078（371）1261（代）〒650-0013

澤　　田　　　　　功
大和出版印刷株式会社

会員の購読料は会費に含んでおります

第　592　号

’06.
（題字は井戸知事）

12
毎月1回20日発行　定価　１部60円

昭和33年３月10日
第３種郵便物認可〔 〕 第　592　号 兵庫県商工連会報 平成18年11月20日

■県連合会Letter ２～３頁
　・商工会正副会長会
　・淡路市商工会合併協議会
　・第4回基本問題研究会、第2回地域活性化研究会

■商工会Letter ４～５頁
　・第2回商工会青年部幹部講習会（主張発表大会）
　・女性部全国組織化40周年大会　他

■Web2.0時代のＩＴ活用法 ６頁
　～コンセプトの明確化こそ成功の鍵～

　

当
駅
は
阪
神
と
但
馬
地
域
の
中
間
点
に
位
置

し
国
道
四
二
七
号
の
北
の
玄
関
口
に
あ
た
る
播

州
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
に
あ
り
、
東
・
北
播
磨
地

域
初
の
道
の
駅
と
し
て
平
成
八
年
十
月
に
誕
生

し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン「
車
留
満
」と
物
産
館「
か

み
高
地
」
と
合
わ
せ
て
営
業
し
て
い
る
。
車
留

満
で
は
、
播
州
百
日
鶏
を
ベ
ー
ス
に
し
た
食
事

が
で
き
、
か
み
高
地
で
は
地
元
の
特
産
品
を
メ

イ
ン
に
各
地
の
特
産
品
を
取
扱
っ
て
い
る
。
な

か
で
も
、
木
曜
日
と
日
曜
日
の
朝
に
は
、「
か

み
の
朝
市
」
を
開
き
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な

野
菜
や
く
だ
も
の
を
販
売
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
の
駅
隣
に
は
、
杉
原
紙
研
究
所
や

和
紙
博
物
館
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
栄
え
た
杉

原
紙
が
今
も
手
漉
き
で
生
産
さ
れ
、
皇
室
の
歌

会
始
め
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
紙
漉
き

体
験
も
で
き
る
。

く

る

ま

多可郡多可町加美区鳥羽733-1
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県
連
合
会
は
、
十
月
二
十
六
日
か

ら
二
十
七
日
の
二
日
間
、
美
方
郡
新

温
泉
町
文
化
体
育
館
「
夢
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
「
平
成
十
八
年
度
商
工
会

会
長
・
副
会
長
研
修
会
」
を
開
催
し
、

県
下
か
ら
約
百
七
十
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
県
連
合
会
会
長
代
理
の
小

田
副
会
長
（
芦
屋
市
商
工
会
会
長
）

よ
り
、「
市
町
合
併
が
一
段
落
し
た

現
在
、
今
度
は
我
々
商
工
会
の
合
併

問
題
で
苦
労
し
て
い
る
役
員
も
多
い

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、後
世
の
人
々

に
も
喜
ば
れ
る
組
織
に
生
ま
れ
変
わ

れ
る
よ
う
さ
ら
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
研
修
Ⅰ
で
は
、
政
治
評

論
家
の
岩
見
隆
夫
氏
が
、『
日
本
の

政
治
経
済
の
展
望
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
北
朝
鮮
の
核
実
験
問
題
、
小
泉

内
閣
と
安
倍
内
閣
と
の
相
違
点
、
昨

年
の
郵
政
民
営
化
に
お
け
る
衆
議
院

解
散
の
本
当
の
目
的
等
、
時
局
に
応

じ
た
興
味
深
い
内
容
で
参
加
者
を
魅

了
し
た
。

　

研
修
Ⅱ
で
は
、
豊
岡
市
長
の
中
貝

宗
治
氏
が
、『
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
と
も

に
生
き
る
〜
豊
岡
の
挑
戦
〜
』
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
戦
後
の
環
境
破
壊

に
よ
り
日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
一
九

七
一
年
に
絶
滅
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア

よ
り
雛
を
も
ら
い
、
人
口
飼
育
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
現
在
、
約
百
羽
飼

育
し
て
い
る
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め

る
豊
か
な
環
境
の
創
造
や
野
生
生
物

商
工
会
正
副
会
長
研
修
会

淡
路
市
商
工
会

　
　
　
　

合
併
協
議
会

　

去
る
十
月
十
八
日
、
津
名
町
商
工

会
館
に
お
い
て
、「
淡
路
市
商
工
会

合
併
協
議
会
」
が
再
開
さ
れ
た
。

　

淡
路
市
五
商
工
会
で
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
協
議
会
を
立
ち
上
げ
商

工
会
合
併
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

き
た
が
、
事
情
に
よ
り
、
今
年
六
月

に
は
一
旦
解
散
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
結
成
に
向
け
合
併
協

議
会
準
備
会
を
組
織
し
、
市
当
局
も

入
っ
て
調
整
を
進
め
た
結
果
、
こ
の

た
び
第
二
次
第
一
回
合
併
協
と
し
て

発
足
し
た
も
の
。

　

当
日
は
、
準
備
会
の
平
松
章
代
表

（
津
名
町
商
工
会
副
会
長
）
か
ら
こ

れ
ま
で
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
合
併

期
日
を
、
予
定
ど
お
り
平
成
十
九
年

四
月
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
合
併
に
向
け
た
基
本
項
目

の
ほ
と
ん
ど
が
、
解
散
前
の
協
議
会

で
既
に
協
議
、
承
認
さ
れ
て
い
た
た

め
、
こ
れ
ら
を
一
括
上
程
し
、
あ
ら

た
め
て
委
員
の
承
認
を
受
け
た
。

　

な
お
、
合
併
協
議
会
会
長
に
は
、

準
備
会
の
平
松
代
表
が
就
任
、
こ
れ

か
ら
予
定
さ
れ
る
合
併
契
約
書
の
調

印
や
合
併
総
会
（
臨
時
総
会
）
に
向

け
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
保
護
に
関
す
る
世
界
的
な
貢
献
は
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
し
て
、
参
加
者
よ
り

好
評
を
得
た
。

　

二
日
目
の
研
修
Ⅲ
は
、
財
団
法
人

兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
と
共
催
し
、

関
西
国
際
大
学
客
員
教
授
で
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
高
梨
敬
一

郎
氏
を
お
招
き
し
、『
聞
き
上
手
は

話
し
上
手
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
。

現
代
人
は
本
を
読
む
こ
と
が
少
な
い

の
で
、
単
語
で
の
会
話
が
増
え
て
き

て
い
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
日
常
的
に
音
読
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
声
を
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
方
を
形
成

す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
。
さ
ら
に
、

聞
く
こ
と
は
話
す
こ
と
よ
り
も
集
中

力
が
必
要
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
も
繋
が
る
と
、

自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
、
講
演
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
を
通
し
て
、
県
下
商

工
会
の
一
体
感
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

祝　秋の褒章
　平成18年度の秋の褒章受章者が11
月２日付けで発表され、池田勅則氏（養
父市商工会会長）、前川榮次氏（南あ
わじ市商工会監事）が、黄綬褒章の栄
に浴されました。
　心よりお祝いを申し上げますととも
に、今後益々のご活躍をお祈りいたし
ます。

池田勅則 氏 前川榮次 氏

〔信用金庫はますます便利になっています〕
「しんきんキャッシュカード」を利用すれば全国どこの信用金庫でも
ＡＴＭの入出金手数料はいりません。（但し、土日・祝日・時間外等を除く）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

主な行事予定

1
月
の
こ
よ
み

25
日
㊍　

知
的
財
産
啓
発

　
　
　
　

普
及
事
業
セ
ミ
ナ
ー

（
神
戸
市
・
六
甲
荘
）

26
日
㊎　

知
的
財
産
啓
発

　
　
　
　

普
及
事
業
セ
ミ
ナ
ー

（
朝
来
町
商
工
会
館
）
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県
連
合
会
で
は
、
十
月
三
十
一
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
「
第
四
回
基

本
問
題
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

㈠
県
補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し

　

来
年
度
以
降
に
、
補
助
金
申
請
に

精
通
し
た
職
員
で
検
討
部
会
を
設
置

し
、
協
議
・
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

㈡
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
以
下
、

組
合
法
と
い
う
）
の
改
正
に
伴
う

商
工
連
協
同
組
合
の
対
応

　

組
合
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
、

一
、
員
外
監
事
制
度
の
導
入

二
、
理
事
の
任
期
は
二
年
以
内
、
監

事
の
任
期
は
四
年
以
内
に
変
更

三
、
監
事
の
業
務
監
査
権
限
の
付
与

等
が
施
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た

た
め
、
県
連
合
会
の
役
員
任
期
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
三
月
開

催
予
定
の
臨
時
総
会
に
定
款
変
更

を
上
程
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈢
県
連
・
商
工
会
職
員
の
人
事
の
一

元
化

　

地
域
経
済
の
低
迷
や
会
員
数
の
減

少
等
の
環
境
下
、
商
工
会
活
動
の
根

幹
を
職
員
の
資
質
向
上
に
置
き
、
多

様
化
す
る
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地

域
活
性
化
に
結
び
付
け
る
べ
く
全
国

四
十
七
都
道
府
県
連
の
内
、
来
年
度

ま
で
に
二
十
七
県
連
が
人
事
の
一
元

化
を
導
入
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

本
会
に
お
い
て
も
、
二
〜
三
年
計
画

で
検
討
す
る
よ
う
提
言
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、特
別
会
計
の
整
理
・

統
合
、
監
査
に
つ
い
て
、
県
連
合
会

の
今
後
の
役
割
等
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
を
行
っ
た
。

　

県
連
合
会
は
、
去
る
十
月
十
九
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
「
第
二
回
商

工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
」
を
開
催

し
、
学
識
経
験
者
を
含
む
委
員
・
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
等
十
六
名
が
出
席
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、
過
疎
化
・
高
齢

化
等
で
衰
退
す
る
地
域
に
、
商

工
会
は
今
後
ど
の
よ
う
な
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
舵
取
り
を

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に

は
、
商
工
会
の
組
織
を
ど
う
変

革
す
べ
き
か
等
中
長
期
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
三
重
県
連
・
鳥
取
県
連
な

ど
人
事
権
一
元
化
等
、
組
織
全
体
の

機
能
強
化
を
図
っ
て
い
る
事
例
を
は

じ
め
、
養
父
市
商
工
会
・
南
あ
わ
じ

市
商
工
会
等
合
併
を
機
に
組
織
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
県
内
商
工
会

の
事
例
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

お近くの商工会、または兵庫県商工会連合会・事業部
指導課まで。
TEL 078（371）1361  FAX 078（341）4452
ただ今、加入推進運動実施中！

第
四
回 

基
本
問
題
研
究
会

川
西
市
長
に
大
塩
民
生
氏

　

こ
の
度
の
任
期
満
了
に
伴
う
川

西
市
長
選
（
Ｈ
18
・
10
・
22
）
に

お
い
て
、
川
西
市
商
工
会 

元
副

会
長
の
大
塩
民
生
氏
が
初
当
選
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

イータックス

オン ライン でらくらく。
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第
二
回
商
工
会

　

地
域
活
性
化
研
究
会



　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
仁
部

徹
会
長
）
は
、
去
る
平
成
十
八
年
十

月
十
一
日
、
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議

場
（
淡
路
市
）
に
お
い
て
、
商
工
会

第
二
回
青
年
部
幹
部
講
習
会
を
開
催

し
県
下
約
一
五
〇
名
の
幹
部
部
員
が

出
席
し
た
。

　

当
日
は
、「
第
十
二
回
主
張
発
表

大
会
」
を
開
催
し
県
下
七
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
者
が
以
下
の
テ
ー
マ
で
発
表

を
行
い
、
東
・
北
播
磨
地
区
代
表
の

田
尻
一
平
氏
が
最
優
秀
賞
、
但
馬
地

区
代
表
の
上
坂
泰
三
氏
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

　

次
い
で
、
仁
部
会
長
が
「
平
成
十

八
年
度
の
県
青
連
の
取
り
組
み
と
今

後
の
青
年
部
活
動
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、「
県
青
連
事
業
等
」

「
青
年
部
の
組
織
強
化
」「
地
域
に
お

け
る
青
年
部
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
」
テ
ー
マ
別
に
分
科
会
を
開
催
し
、

現
状
の
青
年
部
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
主
張
発
表
大
会
等

が
、
十
月
十
九
日
〜
二
十

日
、
滋
賀
県
大
津
市
「
琵
琶
湖
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

同
主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
、
本

県
代
表
の
田
尻
一
平
氏
（
東
条
町
商

工
会
青
年
部
）が
最
優
秀
賞
の
栄
冠

に
輝
い
た
。

　

な
お
、
同
氏
は
、
平
成
十
九
年
二

月
二
十
一
日
、
東
京
都
で
開
催
予
定

の
全
国
大
会
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
出
場
す
る
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
五
日
に
は
、
地

元
加
東
市
の
山
本
廣
一
市
長
に
受
賞

報
告
を
行
っ
た
。

〈
吉
川
町
商
工
会
〉

　

少
年
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
場
に

お
い
て
、
来
場
者
へ
の
提
供
品
と
し

て
、
バ
ナ
ナ
２
０
０
０
本
を
寄
贈
。

青
年
部
。
女
性
部
は
お
弁
当
を
販
売

〈
社
町
商
工
会
〉

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
に
お
い

て
特
産
品
の
販
売
を
行
う
。

〈
太
子
町
商
工
会
〉

　

競
技
期
間
中
、
特
産
品
の
販
売
と

警
備
を
行
う
。

〈
揖
保
川
町
商
工
会
〉

　

揖
保
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て

特
産
品
及
び
軽
食
を
販
売

〈
山
崎
町
商
工
会
〉　

　

少
年
少
女
駅
伝
に
お
い
て
、
青
年

部
が
参
加
者
へ
う
ど
ん
を
１
２
０
０

食
無
料
提
供
。

〈
竹
野
町
商
工
会
〉

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
給
水
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
３
０
０
人
分
の
ド
リ
ン

ク
を
提
供

〈
美
方
町
商
工
会
〉

　
「
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」
開
催
会

場
周
辺
で
草
刈
を
し
、
青
年
部
は
、

地
元
小
学
生
と
と
も
に
、
花
壇
を
作

成
し
花
で
お
も
て
な
し
。

〈
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
〉

　

会
期
中
、
特
産
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
。

の
じ
ぎ
く
国
体
開
催
に
伴
う

県
下
商
工
会
の
取
り
組
み
報
告

▲主張発表の模様▲山本加東市長への表敬訪問

淡路地区代表
（淡）一宮町商工会青年部

濱岡  淳二  氏

住
民
の
意
識
改
革
と
な
る
活
動
を
目
指
し
て

　

青
年
部
活
動
の
原
点
は
地
域
振
興
で
あ
り
、

青
年
部
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
地
元
住
民
と

一
丸
と
な
っ
て
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

中播磨地区代表
福崎町商工会青年部

中島  貫爾  氏

私
が
得
た
事
、変
わ
っ
た
事

　

青
年
部
に
入
部
し
事
業
者
と
し
て
の
様
々
な

勉
強
を
し
、青
年
部
主
催
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
こ
と
で
個
々
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
元

気
な
町
を
目
指
し
て
い
る
。

西播磨地区代表
佐用町商工会青年部

加古原  瑞樹  氏

シ
カ
し
か
な
い
！

　

獣
害
に
な
っ
て
い
る
鹿
を
地
域
の
特
産
品
と

し
て
開
発
し
、イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
こ
と

で
、地
域
活
性
化
を
青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て

担
っ
て
い
る
。

丹波・篠山地区代表
篠山市商工会青年部

松浦  雅彦  氏

地
域
に
つ
な
ぐ
輪

　

青
年
部
が
合
併
し
て
初
め
て
の
デ
カ
ン
シ
ョ

祭
に
青
年
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
、

青
年
部
員
の
団
結
力
が
強
化
さ
れ
た
。

但馬地区代表
出石町商工会青年部

上坂  泰三  氏

出
石
一
夜
城
へ
の
挑
戦

　
「
出
石
城
」と
い
う
地
域
の
歴
史
的
建
造
物
を

活
用
し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
青
年
部
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
、町
内
外
の
方
に
Ｐ
Ｒ
し
、地
域
活

性
化
の
一
躍
を
担
っ
て
い
る
。

阪神地区代表
芦屋市商工会青年部

片山  昌宏  氏

「
若
さ
」の
連
携
こ
そ
地
域
の「
強
み
」

　

青
年
部
員
の
事
業
基
盤
の
安
定
と
新
分
野
へ

の
機
会
進
出
の
た
め
、地
域
に
事
業
紹
介
冊
子

を
作
成
配
布
し
、青
年
部
の
若
い
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、組
織
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

東・北播磨地区代表
東条町商工会青年部

田尻  一平  氏

ゴ
ル
フ
の
ま
ち「
東
条
」を
目
指
し
て

　

地
域
財
産
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
に
特
化
し
た
事

業
を
実
施
、行
政
や
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
、ゴ

ル
フ
の
ま
ち
東
条
を
目
指
し
て
い
る
。
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

第
十
二
回
主
張
発
表
大
会
等
を
開
催

近畿ブロック商工会青年部主張発表大会
田尻  一平  氏が最優秀賞！！
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こ
の
度
、
女
性
部
は
全
国
組
織
化

四
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
大
会
を
去

る
十
月
二
十
六
日
、
東
京
都
品
川
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
、

全
国
の
リ
ー
ダ
ー
約
二
千
三
百
名
が

参
加
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
種
表
彰
式
や
創
業

等
支
援
に
係
る
活
動
報
告
・
記
念
講

演
等
が
行
わ
れ
た
。「
経
営
改
善
普

及
事
業
に
関
す
る
功
労
者
等
の
表

彰
」
等
で
は
本
県
か
ら
団
体
三
商
工

会
女
性
部
、
個
人
三
名
が
受
賞
し
た
。

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰　

　

優
良
女
性
部

　
　

村
岡
町
商
工
会
女
性
部

　

滝
野
町
商
工
会（
藤
井
悦
治
会
長
）

で
は
、
平
成
十
八
年
度
の
重
点
事
業

「
中
国
入
門
講
座
事
業
」
と
し
て
、

中
国
経
済
の
視
察
研
修
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
目
覚
し
い
発
展
を
遂

げ
る
中
国
を
現
地
に
て
確
か
め
よ
う

と
四
年
前
か
ら
毎
年
開
催
、
昨
年
ま

で
に
華
北
、
華
中
、
華
南
地
方
の
視

察
を
終
え
、
今
年
は
東
北
地
方
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。

　

視
察
先
に
つ
い
て
は
全
国
商
工
会

連
合
会
上
海
代
表
處
を
通
じ
て
、
日

本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
大
連
）

及
び
大
連
経
済
技
術
開
発
区
を
訪
問

し
た
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
大
連
で
は
、
中
国
全
土

か
ら
見
た
東
北
三
省
（
遼
寧
省
・
吉

林
省
・
黒
龍
江
省
）
の
現
状
お
よ
び

日
系
企
業
の
動
向
に
つ
い
て
、
大
連

市
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

東
北
三
省
は
日
本
と
の
貿
易
が
非
常

に
活
発
で
、
既
に
三
千
社
を
超
え
る

企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
視
察
参
加

者
も
東
北
地
方
へ
の
進
出
に
興
味
を

女
性
部
全
国
組
織
化

　
　
　
　

  

四
十
周
年
大
会

ふ
れ
あ
い
・
笑
顔
・
交
流

　
　

〜
元
気
！
た
ん
と
う

 
 

但
東
町
商
工
会

中
国
入
門
講
座
事
業

〜
中
国
経
済
視
察
研
修
〜

 

滝
野
町
商
工
会

　

但
東
町
商
工
会（
岡
田
重
明
会
長
）

は
、
景
気
沈
滞
ム
ー
ド
を
払
拭
し
、

地
域
の
元
気
ア
ッ
プ
を
図
り
産
業
振

興
の
起
爆
剤
と
し
て
、『
２
０
０
６
・

但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
』
を
十
月

十
五
日
（
日
）
に
開
催
し
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

今
年
度
、
新
た
な
試
み
と
し
て
但

東
町
の
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
を
見

直
そ
う
と
、
特
産
品
開
発
事
業
の
一

環
と
し
て
、「
但
馬
ち
り
め
ん
」
の

技
術
を
生
か
し
た「
絹
ゆ
か
た
生
地
」

特
産
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

 

南
あ
わ
じ
市
商
工
会

　

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
の
誕
生
を
機

に
、
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
即
売
・
交
流
を
通
じ
て
南
あ
わ

じ
市
の
特
産
品
の
消
費
拡
大
と
Ｐ
Ｒ

を
努
め
る
と
と
も
に
各
地
へ
の
情
報

発
信
に
よ
り
地
域
産
業
の
更
な
る
活

性
化
を
図
る
た
め
特
産
品
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
大
型
の
ぼ
り
を
作
成
し
た
。

地
域
の
魅
力
発
信「
あ
さ
ご
の
力
」

開
設 

 

朝
来
町
商
工
会

　

朝
来
町
商
工
会（
伊
藤
孝
会
長
）は
、

本
年
度
地
域
振
興
推
進
事
業
に
取
り

組
み
、
十
月
三
十
日
、
し
ご
と
発
注

シ
ス
テ
ム
と
地
域
の
魅
力
発
信
を
行

う
朝
来
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
あ
さ
ご
の
力
」
を
開
設
し
た
。

　

関
西
で
も
特
に
住
み
や
す
い
街
と

言
わ
れ
て
い
る
朝
来
の
選
り
す
ぐ
り

の
情
報
、
地
元
企
業
や
市
民
へ
の
ブ

ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

「
あ
さ
ご
の
力
」Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://asago.org/

▲日本貿易振興機構ジェトロ大連事務処

　

功
労
者
表
彰　

　
　
　
　
　

福
崎
町
商
工
会
女
性
部

　
　

小
林
静
代 

氏

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰　

　

優
良
女
性
部

　

宍
）
一
宮
町
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　

加
美
町
商
工
会
女
性
部

　

功
労
者
表
彰

　
　

社
町
商
工
会
女
性
部

　

  

山
口
廣
子 

氏　

　
　

加
美
町
商
工
会
女
性
部

徳
岡
裕
美 

氏　

　

県
女
性
連
で
は
、
指
導
者
県
外
研

修
会
と
併
せ
同
大
会
に
参
加
し
、
県

下
四
十
二
名
の
女
性
部
幹
部
等
が
出

席
し
た
。

示
し
て
い
た
。

　

大
連
経
済
技
術
開
発
区
で
は
、
外

資
企
業
に
対
し
て
税
制
面
で
の
優
遇

政
策
が
あ
り
、
大
企
業
か
ら
中
小
企

業
ま
で
四
百
社
を
超
え
る
日
系
企
業

が
名
を
連
ね
、
活
発
な
企
業
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
現
地
ス
タ
ッ

フ
か
ら
も
、『
是
非
と
も
み
な
さ
ま

の
企
業
進
出
を
待
っ
て
い
ま
す
』
と

日
本
企
業
の
更
な
る
進
出
を
望
む
声

が
聞
か
れ
た
。

　

最
後
に
、
各
地
の
市
内
観
光
や
世

界
遺
産
の
見
学
を
行
っ
た
が
、
旧
満

州
地
区
と
し
て
対
日
関
係
を
揺
る
が

す
歴
史
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
地
の
人
々
は
非
常
に
穏
や
か
で
あ

り
、
と
り
わ
け
大
連
は
、
昨
年
の
中

国
で
の
反
日
騒
動
発
生
時
も
、
市
政

府
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
デ
モ
等
が

発
生
し
な
か
っ
た
程
、
日
本
と
友
好

的
な
都
市
で
あ
り
、
か
つ
重
要
貿
易

都
市
で
あ
る
こ
と
を
現
地
に
て
認
識

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

を
利
用
し
た
和
柄
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

と
着
物
を
洋
服
へ
リ
メ
イ
ク
し
た
試

作
品
の
発
表
し
好
評
を
得
た
。
商
品

化
を
目
指
し
地
元
の
織
物
業
者
、
縫

製
業
者
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
開
発

を
進
め
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
い
か
に

抑
え
る
か
、
ま
た
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
柄
、
デ

ザ
イ
ン
を

施
し
て
い

く
か
が
今

後
の
課
題

で
あ
る
。
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今
年
に
入
っ
て
「
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
た
り
聞
い
た

り
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

話
題
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
も
多

く
、
敬
遠
し
が
ち
で
あ
る
が
、
大
切

な
の
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
活
用
の
新
た
な
動
き
を
知
り
、
そ

れ
が
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う

に
影
響
（
機
会
と
脅
威
）
す
る
か
に

つ
い
て
、
注
意
を
向
け
て
お
く
こ
と

で
あ
る
。

　

今
回
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

「
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
と
は
何
か
」「
ビ
ジ

ネ
ス
に
活
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は

何
か
」
を
説
明
し
た
い
。

　

説
明
に
入
る
前
に
、
ま
ず
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
現
在
の
利
用
状
況
を

確
認
し
て
お
く
。
今
年
９
月
に
、
県

連
合
会
事
業
部
・
組
織
支
援
課
が
県

下
商
工
会
を
対
象
に
「
商
工
会
情
報

化
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た

（
回
答
商
工
会
数
54
）。
こ
の
調
査
に

よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

目
的
の
回
答
割
合
は
、
メ
ー
ル
１
０

０
％
、
情
報
検
索
・
閲
覧
98
％
、
情

報
発
信
70
％
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
と
電
子
申
請
が
24
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
（
図
１
参
照
）。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

功
企
業
、
代
表
は
グ
ー
グ
ル
（
検
索

サ
ー
ビ
ス
大
手
）・
ア
マ
ゾ
ン（
書
籍
・

Ｃ
Ｄ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
大

手
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
若
者
に

人
気
の
高
い
ブ
ロ
グ
（
個
人
が
簡
単

に
情
報
発
信
で
き
る
仕
組
み
）
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員
の
紹
介
が
な
い
と
参

加
で
き
な
い
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ
ら

に
共
通
す
る
特
徴
を
「
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・

０
」
と
い
う
。
そ
の
特
徴
を
私
な
り

に
ま
と
め
て
み
た（
表
１
）。
つ
ま
り
、

ユ
ー
ザ
ー
参
加
型
で
大
量
の
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
そ
の
情
報
を

関
連
付
け
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

　

図
２
は
、
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
会
員
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
表
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
情
報
の
デ
ー

業
が
顧
客
か
ら
ど
の
よ
う
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
探
さ
れ
る
の
か
意
識
す
る

こ
と
で
あ
る
。
自
社
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、

キ
ー
ワ
ー
ド
化
す
る
。
あ
る
い
は

キ
ー
ワ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
コ
ン
セ
プ

ト
化
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て

も
ブ
ロ
グ
に
し
て
も
、
コ
ン
セ
プ
ト

の
明
確
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

地
域
の
特
産
品
な
ど
の
情
報
発
信

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
商

工
会
、
会
員
企
業
の
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０

的
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
注
意
を
ひ
と
つ
。

　

小
さ
な
お
店
が
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
成
功
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
。
自
社
で
も
取

り
組
み
た
い
と
前
向
き
に
考
え
る
経

営
者
も
多
い
。し
か
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
制
作
や
運
営
に
つ
い
て
数
年
の

長
期
契
約
し
た
後
で
、「
当
初
の
話

と
違
う
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が

最
近
増
え
て
い
る
。
事
業
者
契
約
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
の
で
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
（
商
工

連
会
報
平
成
18
年
８
月
号
、
前
田

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
記
事
参

照
）
十
分
御
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

連
合
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

梅
原　

清
宏

Ｗ
ｅ
ｂ
２・
０
時
代
の
Ｉ
Ｔ
活
用
法

〜
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確
化
こ
そ
成
功
の
鍵
〜
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タ
ベ
ー
ス
化
と
関
連
付
け
が
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
お
り
印
象
的
で

あ
る
。

　

図
２
で
は
多
く
の
会
員
に
つ
な

が
っ
て
い
る
中
心
人
物
が
何
人
か
い

る
。
広
い
人
脈
を
も
つ
会
員
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
人
間
が
関
わ
る

の
だ
か
ら
原
則
は
同
じ
で
あ
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
し
か
り
。
顧
客

の
心
か
ら
の
欲
求
（
ニ
ー
ズ
）
を
理

解
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

顧
客
の
側
か
ら
考
え
み
る
。
顧
客

は
、
自
分
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
探

し
て
い
る
。
こ
の
情
報
収
集
の
媒
体

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ー

ト
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
必
要
な
の
は
、
自
分
の
事

　

ア
マ
ゾ
ン
、
グ
ー
グ
ル
、
ブ
ロ
グ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）。
こ
れ
ら
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
（
う
ぇ
ぶ
・
に
ー
・
て
ん
・

ぜ
ろ
）
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
わ
れ
る
。
お
客
様
視
点
で
自
ら
の
事
業
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
企
業
規
模
に
よ
ら
ず
新
し
い
流
れ

を
有
効
に
活
用
で
き
る
。

（図１）インターネット利用目的（回答数54）
100% 98%

70%
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100%

80%

60%

40%

20%

0%

メ
ー
ル

情
報
検
索
・
閲
覧

情
報
発
信

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

電
子
申
請

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ブ
ロ
グ

一
．は
じ
め
に

二
．イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
実
態

（表1）

（図２）「mixiGraph」より

三
．Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
と
は
何
か

四
．Ｗ
ｅ
ｂ
２・
０
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

五
．業
者
と
の
契
約
は
慎
重
に

 Web1.0 Web2.0

データ囲いこみ データの開放

ホームページ ブログ

読み手≠書き手 書き手＝読み手

アクセス数 クリック数

ドメイン名 検索順位

売れ筋 ロングテール
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